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保育者養成における表現教育と学術研究の指導 
 

2018. 12. 5 (水) 16:10 - 18:10 
要・事前申し込み 

 
東京学芸大学 西講義棟（W棟２０１） 

 
 日々の園生活の中で子どもの表現はどのような形で現れ、保育者はそれをどのように感じ取り、かかわ
り、支援していくのでしょうか。幼児は表現の意図や背景を大人のようには話してくれません。しかし、
造形や音楽はもちろん身体全体で子どもは気持ちをゆたかに表現しています。では、保育者などの子ども
と表現活動を通してかかわる大人は、こうした幼児の表現活動について何をどう学べばよいのでしょうか。
幼児の表現活動についてこれまでにどのような研究が積み重ねられ、今後求められるのか。現場での実践
とあわせて学術研究の視点からも考えていく必要があります。今回は長年にわたって表現教育の研究に取
り組んできた髙橋敏之先生を講師に迎え、保育者養成における表現教育と学術研究の指導についてお話を
伺い、これからの表現教育の意義と可能性、学術研究のあり方について考えていきます。 

 
16：10   開会の挨拶 
               鉃矢 悦朗 東京学芸大学 教授／デザイン教育 
                 特定非営利活動法人 東京学芸大こども未来研究所 理事長 
      

    講演 「保育者養成における表現教育と学術研究の指導」 

      髙橋 敏之  岡山大学大学院教育学研究科幼児教育講座 教授 
 
1958年生まれ。1999年３月筑波大学で博士（芸術学）取得。1999年９月、兵庫教育
大学大学院連合学校教育学研究科（博士課程）（併任）主指導教官有資格者（Ｄマル合）。
2011～2014 年度、岡山大学保育所なかよし園園長、岡山大学保育所運営委員会委員。
2017年度～、岡山大学教育学部附属幼稚園長。 
 

       トークセッション 
                 高橋 敏之 
            鉃矢 悦朗・真木 千壽子 学芸の森保育園 園長 
              笠原 広一 東京学芸大学 准教授／美術科教育 
18：10  終了 
 
■助成：公益財団法人日本生命財団 平成29年度委託研究 
        課題名「幼児教育における子どものアート活動を媒介とした多様性の涵養と親の学習支援プログラムの構築」 
■主催・申し込み先：東京学芸大学（美術科教育学分野）笠原広一研究室 kasahara(a)u-gakugei.ac.jp  
          ※(a)をアットマークに変えてください。申し込み受付後に会場案内を送ります。 
          〒184-8501東京都小金井市貫井北町4-1-1  Tel & Fax: 042-329-7610 


